






































































カレッジで行った。回答者数は 121名（男性 97名，女性 24名）で，平均年
























齢 75.1歳の認知症患者 9名であった。男性 4名，女性 5名の計 9名である。
Mini-Mental State Examination（MMSE）で軽度認知障害が 3名，境界域
認知障害が 4名，問題はあるが 24点以上の障害なしが 2名であった。作業療
法士 1名と臨床心理士 2名（臨床心理士 A, B）がリーダーとして回想法を行
った。臨床心理士 A が一般的な回想法のセッションを週に 1回，1時間を 5
週間に渡り 5回のセッションのリーダーを担当した。その後，臨床心理士 B
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